


































l沢山美果子 r『乳』からみた近世大坂の捨て子の養育｣『文化共生学研究』第 10号､2011年 




















ある｡河内国志紀郡太田村 (現八尾市丹北)の柏原家文音には､元禄 13年 (1700)から天明 8年 
(1788)までの捨て子記録5があるほか､宝暦 5年 (1755)から安政 6年 (1859)の ｢諸事書上留｣ 
6にも一件だけ捨て子記録が残 されている｡その他､柏原家文書には､普通の人々のライフコースを
明らかにする手がかりとして歴史人口学がおもに用いてきた宗門改め帳7が､元禄 1年 (1688)か
ら明治 4年 (1871)まで､なかでも寛保期から天保初期までの 92年間は欠年なく残っている｡そ




族のライフヒス トリー が明らかになる｡それだけでなく､これらを統計的に処理すれば､この村で 
3塚本学 r弟･末庄屋家の-少年の生涯｣町小さな歴史と大きな歴史』吉川弘文館､1993年､60頁 
4沢山美果子 『江戸の捨て子たち その肖像』吉川弘文館､2008年 
5大阪府立中之島図書館所蔵､柏原家文番 43村政 【覚寄〕第 5冊 16捨子 元禄 13-天明 8年 






































頁､小堀一正 ｢町人文化の光と影 捨子のゆくえ｣『近世大坂と知職人社会』清文堂､1996年､242-246頁 
61 
都市と農村の関係からみた近世大坂の捨て子たち 沢山 美果子

































































































DaeSee: )である9t tBDS ｡これは一枚のシー トに世帯を単位に個々人の情報を整理していくもので
ある｡表 1 (巻末､以下表､図は巻末)は､それに学んで､この捨て子事件に関係する年代につい 




捨て子を貰い受けた天明 7年段階での忠兵衛の家族は､忠兵衛 (64歳)､忠兵衛の息子の和助 (35
歳)､和助の妻 (30歳)､和助の娘で忠兵衛の孫のやす (7歳)の三人家族である｡和助夫婦は､天








る｡しかし､翌天明 8年 7月には病死し､岩吉の名は､寛政元年 (1789)の宗門改め帳からは消え
ている.かわって登場するのが寛政元年 6月に出生した安次郎であるO岩吉が死んでから一年未満


















て子の請け人となった勘兵衛の家族は天明 7年段階で､勘兵衛 (62歳)､妻 (54歳)､息子の熊之











実は､和助も､勘兵衛も無高の百姓である｡天明 7年には太田村の高特は 37軒､無高は 93軒と､
無高層が全体の 72パーセントをしめる｡この村は､高特と無高の割合が最初に判明する享保 11年 




















かびあがる｡明和 8年､捨て子を養子に貰った時点での平八の家族は､平八 (40歳)､女房 (36歳) 








大吉 (15歳)､母 (59歳)の四人家族｡明和 9年の宗門改め帳には､養子石松 (3歳)の名が加わ
り､同じ明和 9年の増減帳には､｢平八養子石松､是者大坂谷町三丁目刀屋盲平衡方より捨子孝子
仕候｣とある｡また､捨て子を返 したいと願い出たあとの安永 3年 (1774)には､家族は大吉-人
となり､さらに安永 4年 (1775)の宗門改め帳からは大吉の名は消えている｡他方､幼少の子ども









貞草 4年 (1687)正月､4月､元禄 3年 (1690)10月に出された幕府の捨て子禁令を受け､大
坂では､貞草 4年正月､2月 7日､4月 14日､元禄 3年 11月 2日､11日､元禄 4年 (1670)6月
元禄 5年 (1671)11月 1日､元禄 7年 (1672)閏 5月5日､閏 5月 29日､元禄 8年 (1673)10
月 18日､元禄 13年 (1700)8月 3日､元禄 15年 (1702) 11月 21日､宝永元年 (1704)2月､











衣食の困難ということだけでなく､非人がその子どもを ｢非人籍から脱して平民と為さんと｣願 う 
12大阪市役所編集兼発行 『大阪市史』第三､19ユ4年発行､ユ927年再版 








































子の貰い手をめぐる､これは､法令上の大きな転換であった｡というのも､宝暦 5年 (1755)8月 
15日には､｢捨子非人鉢之者江遣間敷笹｣ 1 7とする ｢達｣が出されていたからである｡
天明 8年と同様な ｢口達｣は､寛政 2年 (1790) 12月にも出されている 18｡そこでは､やはり捨
て子の多さが指摘されると同時に､捨て子の養育を町中が嫌い､捨て子があった場所の町人一人に
養育させることが多いため､貧民は､｢冨有なる町人の宅前｣に捨てるようになっていると指摘して










況 (天明 5年 2月 29日の町触)､天明 3年､7年の大坂市中での打ちこわしといった社会的な状況
を背景とするものであった 20｡










ろ､菜種鵜に､長さ､1尺 5寸､横 1尺ほどの古い張かわご (紙張の箱)が捨ててあった｡立ち寄
ってみてみると､上に古い小布団がかけてあるので､早速､布団を引き上げてみたところ､中に､ 
17 『大阪市史』第三､5 95頁､1 927年再版 
18同前､1 7巻､2 15頁 
19 『大阪市史』第二､3 8貢､1 927年再版 




























保 1年 (1741)から天保 3年 (1832)までの 91年間に､大坂からの入人は 52人いる｡うち､婚
姻､養子､養女､入夫､不縁などの血縁的移動によるものが 33人と 63パーセントを占め､しかも､
その多くが､養子､養女だというのである｡さらに時期的な変化を見てみると､血縁的移動による
大坂からの入人は､明和 8年 (1771)から寛政 2年 (1790)の時期に集中しており､33人の 48
パーセントにあたる 16人が､この時期に大坂から太田村に入ってきている.




の 12年間に､養子に来た子ども (表 2)､凄子に出された子ども (表 3)について整理をしてみた｡
妻子に来た子ども (表 2)､養子に出された子ども (表 3)を比較するとき､次のようなことが
明らかとなる｡一つは､養子に来た子ども 10人のうちわけは､2歳が 3人､3歳が 2人､4歳が 2
人､6歳が 2人､9歳が 1人と､3歳以下が全体の 5割を占めているのに対し､養子に出された子



























明らかとなる｡同年の宗門改め帳によれば､林右衛門 (34歳)､藤蔵 (8歳)､熊之助 (6歳)の三人





寛政 2年 (1790)､4歳のときに､実親の新左衛門に引き取られている｡ためは天明 6年 (1786)
の出生と思われるが､宗門改め帳にも増減帳にも､ため､そして母の記載はなく､いっ養子に出さ




















































































<引用 ･参考文献 > 著者名の五十音順












松浦昭 ｢近世中 ･後期における人口移動一河内国志紀郡太田村を中心として-｣ (『金城学院大学論
集 社会科学編』23巻､1981) 
23太El素子 ｢播州農村の家族関係と子育て-家政日記と宗門改帳を手がかりとして- J､落合患英子編 『徳川
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名 勘兵術 女房 熊之助 吉次郎 まつ もと 徳左fIi門 車害■ 計 持高 番 号 備 考 薫也 人血
性別 ∩ 千 m m 千 千 nl m3 男 女 無意 高拝 無 盲 =… 女
戸主との続柄 勘兵衛要 勘兵衛男千 勘兵術男千 勘兵術養子娘(徳左衛門女戻) 勘兵術娘 勘兵術養千 孫男子 2 3
安永3年(1774) ●49 41 5 10 3 2 3 89 47 92 285 256
安永4年(1775) ●50 42 6 ll 4 2 3 88 48 91 285 257
安永5年(1776) ●51 43 7 2 12 5 3 3 89 47 93 286 272
安永6年(1777) ●52 44 8 3 13 6 3 3 89 43 87 249 245
安永7年(1778) ●53 45 9 14 7 2 3 91 吉次郎の名前消える 41 91 253 242
安永8年(1779) ●54 46 10 15 8 2 3 92 42 88 248 237
安永9年(1780) ●55 47 ll 16 9 2 3 90 41 88 253 2372
安永10年(1781) ●56 48 12 7ー つ 2 3 92 39 93 253 239
天明2年(1782) ●57 49 13 18 ll 2 3 92 39 94 254 234
天明3年(1783) ●58 50 14 9ー 12 2 3 92 38 94 249 238
天明4年(1784) ●59 51 15 20 13 2 3 91 38 94 240 247
天明5年(1785) ●60 52 16 21 14 2 3 91 38 94 233 246
天明6年(ー786) ●61 53 17 22 15 20 3 3 90 増減人数帳.､志記郡大井村惣助件､圭子に来る 38 91 232 244
天明7年(1787) ●62 54 18 23 16 21 90 37 93 235 242
天明8年(1788) ●63 55 19 24 17 2 3 90 増減人数帳､徳左衝門､惣助方-不矧 こて罷帰る 38 91 229 224
寛政元年(1789) 64 56 20 25 18 3? 93 35 91 234 220
寛政2年(1790) ●65 57 21 26 19 4 93 まつ緑付きにつき除 33 92 219 2ー6
寛政3年(1791) ●66 58 22 20 5 91 32 91 217 219
育-政4年(1792) ●67 59 23 2ー 6 32 92 220 220
表 1 勘兵衛､忠兵衛の家族のライフコース
忠兵衛 和助 和助女房 るい やす 岩吉 要次郎 多言
性別 ｢∩ m 千 f 千 ∩ m rTl
戸主との続柄 忠兵衛男千 和助妻 孫女子 孫女子 和助男子 和助男辛 和助養千
安永3年 1774 ●64 22 97
安永4年 1775 ●65 23 92
安永5年 1776 ●66 24 93
安永6年 1777 ●67 25 93
安永7年 1778 ●68 26 95
安永8年 1779 ●69 27 22 96
安永9年 1780 ●70 28 23 2 94
安永10年 1781 ●71 29 24 3 無意 96
天明2年 1782 ●72 30 25 4× 2 96 ×るい､8月病死
天明3年 1783 ●73 31 26 3 96
天明4年 1784 ●74 32 27 4 95
天明5年 1785 ●75 33 28 5 94
天明6年 1786 ●76 34 29 6 94
天明7年 1787 ●77 35 30 7 2 94
天明8年 1788 ●78× 36 31 8 3 ×)く ×忠兵衛病死.×申7月岩吉病死
寛政元年 1789 ●37 32 9 ★ 93 ×安次郎申6月出生
寛政2年 1790 ●38 33 2× XX 97 ×安次郎成5月病死､××多吉(志記郡柏原村儀兵術倖)和助壬男子に
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表 2 養子に来た子ども (図 1の●)
?
? ? ? ?
??????
??
???? ? ?『 ? ?
? ? ?
?????』 ?? ? ?
? ??? ??
? ?
i=:; 和暦 西暦 名前 性 年BS 顔 高 春子の出身地(現在の地名) 宴規 の豪族練成 *子どものいない夫姑
I 天明3年 7ー83 すみ 女 9 庄右衛門 無意 河 州 舌市部暮田村(羽曳野市) 伸兵術 *庄右衛門(47)､女房(43)､養女すえ(9)､父弓イ芸 86
2 天明4 7ー84 とめ 女 6 九郎右衛門 無意 河州大県郡法善幸村(柏原市) 新右 一門 *九郎右衛門(33)､女房(32)､養女とめく6)､姓(1)_叔母(64)
3 天明4年 T784 徳次郎 ･i 3 太平次 無意 大坂t労町(婁区) 升 屋 イ芸 兵 衛 +太平次(33).女房(28)､養子徳次郎(3)､母65
4 天明7年 1787 岩 吉 男 和助 無盲 大坂伏見町(東区) 佐渡犀市兵衛 忠兵術(77)和助(35)､和助女房(30).和助兼子岩吉(2.孫女子やす(7
5 天明8年 7ー88 i.;.I 早 6 吉左衝門 無意 河州丹北都長原村 (平野区) 七左衝門 吉左衝門(59),七左衝門(32)､女房(33)､すへ(19)_碁孫(6)
6 寛政2年 1790 捨松 勇 2 文助 無音 丹北部小川村(松原市) 享兵衛 *文助(31)_女房(29)_巷男子捨松(2)
7 寛政3年 7ー9ー 多言 男 4 手口助 無音 河州志紀 君 肘 自 原 村 (柏 原 市 ) 億兵衛 和助(40)､女房(35)､やす(12)､.養子多言(4)
8 寛政4年 1792 さか 女 2 三丘R右衝門 無意 節;可州渋川部摘松村(八尾市) 甚兵術 三郎右衝門(54).女房(43),捨吉(16)､養子娘さか(2)事実の娘さかは事政2年3月生
9 Il政4年 1792 捨吉 男 4 庄右衝門 1升6斗5台 所;可州丹南却玉井寺村(松原市) 吉右稚i門 庄右衝門(45)､弟庄蔵(32)､妹､養男子捨吉(4)














表 3 養子に出された子ども (図1の▲)
通番 和暦 西暦 名前(★養子に出されたが引き取LJ) 性 年齢 春鋲の居住地 書規 妻規 育 変番号 宴規の変旗手一成 *母がいない
1 天明3年 1783 ★熊之助 男 6 河 州 丹 北都阿 保 村 (親 類 )与 左 術 門 林右衝門 無 128 *林右術門(34).藤蔵(8)､熊之助(6)
2 天日月5年 1785 ★くま 女 9 河州志紀部船橋村 (祖父)孫三 郎 勘左術門 40石3斗7井8台 30 勘左術門(36)､女房(30).育恵(2)_くま(9)_htLとめ(50)
3 天明5年 1785 かん 女 10 河州志紀郡小山村 六右7fi門 きん 無意 41 きん(41)_かん(10)
4 天明6年 1786 ★吉三郎 男 3 河dl1丹北部太田村 (親類)市郎兵術 一｣と 無意 29 *忠蔵(29)､弟冨次郎(l7)､忠(58)
5 q_政2年 1790 ★ため 女 4 河州丹北部松原同村 万肋 斬左衝門 無高 115 *斬左肺門､ため(4).妹とよ(34)
6 有政2年 1790 熊之助 男 14 河州志紀部小山村 伊兵術 林右砺門 兼高 122 +林右術門(41)､蘇我事藤兵価 (ー5)_熊之助(14)
7 寛政3年 7ー9ー ★免松 男 3 河 州丹北王B大媛村 平右衝門 元七 無音 2ー3 +元七(41)_急松(3)
8 寛政5年 1793 ★ため 女 7 5可州丹北部西本大村 (親類)伊右衝門 斬左衝門 無意 114 +新左術門(44)､f=め(7).妹とよ(37)
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勘左衛門 28 29 32 33 34 35 36歳
女房 22 23 26 27 28 29 30歳
勘左衛門姑とめ 42 43 46 47 48 49 SO歳
くま 7月出生 2 5 6 7 ×8歳 9歳 ×宗門改め帳に記載なし
茂市 11月出生 3 × × × × 増減帳には死亡の記載なし
亀吉 2 3 4月病死 × × 増減帳に死亡の記載あり
やす 11月出生 2 3 × ×宗門改め帳に記載なし
??
層i
